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県立広島大学　教授　朴　唯新

多国籍企業と組織文化：
トヨタ自動車と三星電子の事例を用いて

広島市立大学　准教授　飯島　典子
国際政治から見る『三国志演義』10.8

県立広島大学　准教授　クリングウォール・ディオン

世界を知る：異文化への入り方 - 喜び、美しさ、挑戦。
（The Joy, the Beauty and the Challenges）

10.15

広島市立大学　准教授　田浪　亜央江
パレスチナの女性たち　仕事・文化・アイデンティティ10.22

対象：どなたでも 定員：８0 名 受講料：無料

オンライン講座10.1  10.22
各講座 毎週金曜日 1週間限定配信
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　本講座は、グローバル人材の育成と地域経済の発展を目指す２大学の特色を生かし、
日本と諸外国の文化や歴史、言語、経済の比較を通して、その国の魅力や特長を引き出す
講座「世界を知る」をテーマに開催するものです。広島市立大学と県立広島大学から
各２名の講師がそれぞれの専門知識を生かし、楽しく、そして役に立つ講座を展開します。世

界
を
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る
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座
２

県大・市大公開講座2021

〒731-3194 広島市安佐南区大塚東三丁目４番１号　広島市立大学社会連携センター「世界を知る」係
TEL：082-830-1764　　FAX：082-830-1555　　E-mail：office-shakai@m.hiroshima-cu.ac.jp

申込・問合先

主催：県立広島大学・広島市立大学

＊申込多数の場合は抽選とし、受講の可否は申込締切日以降に返信はがきで通知します。

往復はがきで、

①講座名
②郵便番号
③住所
④名前（ふりがな）
⑤電話番号

受講者の郵便番号、住所、名前（「○○○○様」）
を記入の上、2021 年９月 14 日（火）（必着）
までに広島市立大学社会連携センター「世界
を知る」係宛（〒731-3194　広島市安佐南区
大塚東三丁目 4番 1号）へお送りください。

QR コードまたは次の URL
の「申込フォーム」に入力
してください。

https://www.hiroshima-cu.ac.jp/
event/kouza20211001/

申込締切日以降に、１はメールで、２は返信はがきで受講案内をお送りします。
WEB 申込の方はパソコンからのメール（@m.hiroshima-cu.ac.jp）を受け取れるよう設定しておいてください。

申込方法 １、２のいずれかの方法でお申し込みください
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講座の内容
県立広島大学× 広島市立大学　連携公開講座 2021

県立広島大学　教授　朴　唯新

多国籍企業と組織文化：トヨタ自動車と三星電子の事例を用いて

　日韓企業を取り巻くグローバル競争が激しさを増す中で、事例として紹介するトヨタ自動車（株）と三星電
子（株）は日韓の代表的な多国籍企業として成長してきました。
　本講座では、技術経営論（Management of Technology）の観点から、この両社の経営戦略と組織文化
を比較しながら、両国企業の企業文化について学んでいきます。

10.1
第１回

広島市立大学　准教授　飯島　典子

国際政治から見る『三国志演義』

　日本では『三国志演義』は、勇壮な戦闘場面が映像化されることが多いため、英雄が活躍する「軍記物」の
ように見られがちですが、それはこの文学作品の一側面にすぎません。
　今回は『三国志演義』前半のクライマックスである「赤壁の戦い」前夜の人物群像を通し、彼らの行動を
現代の政治交渉や諜報活動にも通じるものとして考察します。

10.8
第2回

県立広島大学　准教授　クリングウォール・ディオン

世界を知る：異文化への入り方 - 喜び、美しさ、挑戦。
（The Joy, the Beauty and the Challenges）

　私は、英語教育の中でも「口頭表現」に関する専門家です。世界各地をまわり、英語、日本語はもちろんス
ウェーデン語、ドイツ語、フランス語と、複数の言語を用いて意思疎通を楽しんできました。その秘訣を今回
の講演ではお話しします。あなたも楽しみながら異文化への入り方の戦略について学んでみませんか。

10.15
第3回

広島市立大学　准教授　田浪　亜央江

パレスチナの女性たち　仕事・文化・アイデンティティ

　1948年の〈大災厄〉以来、互いに助けつつ次世代を育てた女性たちの活動は、現在のパレスチナ社会の基
盤となりました。
　本講座では、20世紀初頭以降のパレスチナの女性による文化活動や社会貢献活動をご紹介するとともに、
近年目立ち始めた女性による小規模事業の背景について考えます。

10.22
第4回

世界を知る講座２


